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実施主体

平成30年度，奄美地域において「あまみSwitch まちおもいキャンプ」が開催され，シマを愛す

る多くの受講者が参加し，対話を通して個別具体的なテーマを解決するための技術を習得でき
たところである。

奄美地域では，自衛隊基地が２地区配備され，移住者の人口が増加している。併せて世界
自然遺産候補地となったことにより，県内外をはじめ海外からも大きく注目されている。

背 景

地域課題

奄美地域における大きな地域課題の一つとして，「移住者等の円滑な受け入れのための基

盤整備及び態勢等の仕組みづくり」の課題がある。この問題の解決に向け，シマの未来を自ら
切り開いていく意欲のある方々とともに，奄美の各地域が連携して移住・定住対策に取り組み
「移住者等も一体となった奄美の地域づくりの推進」を図っていくことが重要である。奄美地域
への移住・定住を円滑に進めていくための技術的な支援に取り組んでいく必要がある。



奄美地域には全国各地から多様な人たちが移住してきており，彼らの中には地域住民との

関係構築，経済的基盤の確立，地域文化との融和といった点に課題を抱える場面も少なくない。
当事業では，奄美地域の有する資源を整理し，移住・定住に関する課題を整理したうえで，奄
美地域における移住・定住領域における理想の未来を描く。多様な主体が共有できる移住・定
住推進ビジョンを描き，その実現に向けた最初の一歩を踏み出すコミュニティと仕組みを構築し，
実行することで，奄美地域における持続可能な経済・文化の発展を目的とする。

事業のねらい

① 令和元年９月19日 瀬戸内町，せとうち物産館 27名
講師：永山由高氏 「移住定住はもう古い！？つながりから

考える今後の暮らし～」※移住定住を取り巻く環境を把握する。

② 令和元年10月24日 宇検村，湯湾会館 20名
講師：山下賢太氏 「誰も知らない未来のつくりかた」
※地域の課題を見つける。

③ 令和元年11月11日 瀬戸内町瀬戸内商工会会議所 19名
講師：原純氏 『これからの｢奄美｣の話をしよう』
※企画立案，チーム編成

④ 令和元年12月５日 せとうち物産館 10名
※各チームの企画の精度を高め，プレゼンテーションの枠組作り。

⑤ 令和２年２月７ 瀬戸内町きゅら島交流館 13名
※各チームプレゼン，振り返り。

１．参加者は，全５回の講座を通して，ファシリテーション技法やNVC，シス

テム思考，グラフィックレコード，プレゼンの極意などの日常の業務や話し
合いの場で使える様々な手法を学び得た。

２.島内外の特別講師３人の講話を聞き，いま世の中で起きていることを客

観的に捉え，一歩先をゆく実践（挑戦）者から課題解決へのアプローチ方
法を学んだり，挑戦することに背中を押してもらったり，参加者同士や島内
外の講師とのコミュニティの繋がりができた。

３.「移住定住」というテーマに沿って，参加者同士対話を通して，いま奄美

大島で起きている問題点を共有し，その課題を解決するためのモデル事
業を３件生みだし実施した。

①移住時に渡せる用に，集落の区長が集落ルールを記入するための
フォーマット作成
②集落やビーチを掃除しながら交流するイベントを実施
③自分でカスタマイズしていく移住手帖の作成

事業概要

成 果



全体統括：
奄美switch実行委員会

プログラム設計：
一般社団法人鹿児島天文館総合研究社Ten-Lab

参加者募集：
奄美メディアステーション株式会社

コーディネーター：
HUB a nice d! 山本 美帆

活動支援：大島支庁総務企画部総務企画課

協働の状況 今後の取組

本事業で出てきたモデル事業は，参加者の
各チームの運営でブラッシュアップしながら今
後も実践していきたい。

また，対話と挑戦の文化を奄美群島内でも
広めて行きたいので，取扱うテーマに絞らず
各分野でも本講座のような学びの場を継続さ
せて行きたい。

協働事業の感想

地域住民と共に、移住定住というテーマ
を元に、全５回の講座を通して「対話と挑
戦の協働文化」を作り出すことができた。
今回の学びと実践の場で得たことが、こ
れからの奄美群島の未来に繋がる一歩
になると思うので、前進を続けたい。

地域の課題を解決するため地域住民
自らが対話を通して考える機会を得て，
その結果，３つのモデル事業を実践する
ことができた。今回の取組を奄美群島の
他の島々にも広げ，奄美の魅力を県内
外に情報発信していきたい。

団体からの声 担当課からの声


